
平成２８年度第１回岡山県和牛改良委員会 議事概要  

 

１ 日 時  平成２８年６月２８日（火）１３：３０～ 

２ 場 所  岡山県農林水産総合センター畜産研究所（久米郡美咲町） 

３ 出席者  委員  ： ７名    事務局：５名  

４ 諮問事項  

（１）委員及び役員について 

  互選により、会長に農林水産総合センター畜産研究所  平本所長、副会長に全農岡山  

県本部 川崎畜産部長を選出。 

 

（２）種雄牛の作出方針について 

   岡山系種雄牛を中心に、増体系種雄牛及び肉質系種雄牛の種雄牛を作出する。  

   特に、新たに基幹種雄牛に選定された「藤沢茂」については、増体・肉質に優れた岡山  

系種雄牛であることから、早期に藤沢茂の後継種雄牛を作出する。 

 

（３）基礎雌の指定及び計画交配種雄牛の選定について 

   岡山県肉用牛広域後代検定推進事業の平成２８年度の基礎雌牛と交配予定種雄牛を 

選定。また、全国和牛登録協会岡山県支部で実施する岡山和牛改良促進事業で指定さ 

れている基礎雌牛リストもあわせて紹介された。 

 

（４）直接検定終了牛の措置について 

   直接検定が終了した２頭（晴乃国、葵花国２）は、発育や体型に優れ、期待育種価も高  

いことから、選抜し、後代検定の調整交配にかけることとした。 

   また、現在検定中の「葵花国５」については、今回選抜された「葵花国２」と全兄弟  

であるが、現時点で、体型 ・発育ともに劣っていることから、直接検定終了後に次回

改良委員会を待たずに事務局判断で去勢することで了承された。  

 

（５）後代検定実施状況について 

  検定中種雄牛  

  【黒金糸藤】 

     検定１７頭中１５頭で成績判明しており、次回改良委員会で審議する  

       

（６）第１１回全国和牛能力共進会について 

   ・種牛の部、肉牛の部の取組状況の紹介  

 

（７）その他  

・ゲノミック評価についての話題提供があり、本県として、候補種雄牛や繁殖雌牛の評価に

取り組んでいくべきとの意見が出た。 


